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福島で原発労働者や建設労働者に迫る危険 
日給３００００円で福島原発へ行ってくれないか？！ 
３月１１日に発生した東日本大震災で、福島第一原子力発電所で重大な事故が起こり、

現在も危機的状況が続いています。事故評価尺度レベル７という中で、この間、収束にむ

けて多くの労働者が放射能に被曝しながら危険な作業を続け、実際に被曝事故に遭いなが

ら破局を食い止めてくれています。ところで、一般公衆の年間放射線量の限度は１ミリシ

ーベルトです。そして、作業員が緊急作業従事の場合に認められている上限は年１００ミ

リシーベルトでしたが、厚生労働省は今回の事故に対応するために、年２５０ミリシーベ

ルトまで引き上げました。つまり、これまでも膨大な被曝量だったのに、倍以上の被曝を

我慢しろというのです。ロボットが測定した事故現場の放射線量は、３号機建屋内で１時

間５７ミリシーベルト（前日の事前測定では１号機建屋外で１時間２７０ミリシーベルト

を検出）です。もし、５７ミリシーベルトの環境で復旧作業に従事すれば４時間半で年間

被曝量に達し、その労働者は使い捨てにされます。６ヶ月から９ヶ月で収束させるという

行程表が提示されていますが、その間、作業員は次々と被曝していきます。いったいどれ

だけの労働者が被曝させられるのでしょうか！？ 東京電力は福島第１第２原発の作業

従事の求人広告を日給約１万円で出しています。今、建設業の労働者を中心に専門外であ

るにもかかわらず「日給３万円で福島原発に行ってくれないか」と派遣を求められている

そうです。当然、爆発や大量被曝の危険の中での作業を覚悟しなければなりません。 

労働者に犠牲を強いる原発政策反対！原発全廃！

政府は即刻にエネルギー政策の転換を！！ 


